












Seligman （1991）は、幸福について、 happiness の概念は実践的ではなく、ポジティ
ブ心理学の第一歩は happiness という概念が一元論的な用いられ方をしていることが
課題であるとして、well-being という用語を使用することがより適切であると述べて























　well-being について、英英辞典（Oxford Dictionary of English、2010）では「快適
／安寧で、健康な、ないし幸福な状態（the state of being comfortable、 healthy, or 
happy ）」と定義されており、well-being の概念には、快適や健康、幸福といった要
素が含まれていることがわかる。
　 既 に 述 べ た よ う に、well-being に 類 似 す る 概 念 と し て wellness が あ る が、

















　Diener et al （1999）は subjective well-being（以下、SWB）の構造として、認知的
側面と感情的側面の 2 つの領域があるとした上で、認知的側面は人生に対する満足
度のことであり、感情的な側面には、楽しい・悲しいといったポジティブな感情とネ
ガティブな感情の両面が含まれることに言及している。さらに、Diener et al （2002）













　当初、Seligman （1991）は、｢authentic happiness｣ という用語を用いて、人間の
幸福には、ポジティブ感情（positive emotion）、エンゲージメント（engagement）
そして意義（meaning ）の大きく 3 つの要素が含まれるとしていた。しかしながら、
その後、Seligman （2002）は、「flourish」という概念を用いて well-being の本質に迫
る中で、well-being は、以下のような 5 つの要因で構成されており、たった 1 つの
要素だけで well-being を論じることはできないとした。 5 つの要素とは以下のとお
りである。























（ 1 ）positive affect & negative affect（肯定的感情と否定的感情）：この 2 つの感
情のバランスが幸福感に影響するという概念。
（ 2 ）satisfaction（満足度）：well-being を認知的評価の結果と考え、生活満足度を
測定尺度とする考え方。
（ 3 ）morale（モラール）： PG モラールスケール・老人の主観的健康度・社会的接
近度・年齢に対する態度・肯定的感情などを総合して測定する尺度。




















being に「福祉」の訳語をあてがうことで、本来の well-being の概念の意味が狭めら
れる可能性があるという点については、注意を要する。
　次に、well-being の定義について概観しておきたい。Dodge ら （2012）は、「蓄積
さ れ た 個 人 の 能 力 と 直 面 す る 挑 戦 と の 均 衡 点（the balance point between an 




















（ 1 ）簡潔（simplicity）：従来の well-being モデルは複雑で理解困難なものであったが、
新しい定義によって、明確かつ効果的な手法で well-being を論じられるようになった。


























　Steptoe et al （2014）は、さまざまな研究成果を踏まえて、well-being を次の 3 つ
の側面から捉え、それぞれの測定方法について論じている。
（ 1 ）人生の評価（life evaluation）：自分の人生の質や良さ、人生全体の満足度、ま
たは自分の人生にどれほど満足しているかについての人々の思いを指す。測定では、
キャントリルの梯子（1965）などの質問を使用する。




（ 3 ） エウダイモニック wellbeing（eudemonic wellbeing）：自分の人生の意味と目
的に関する判断に焦点を当てる。構造がより多様であるため、「意味」のさまざまな
側面を調査する幾つかの質問票が作成されている。
　金井（2015）は、主観的 well-being のうち、アリストテレス的な well-being を測定
するためによく用いられてきた代表的な設問として、次の 3  つが挙げられるとして
いる。
　第 1 は、通常「主観的幸福度」（subjective happiness）と呼ばれ、全般的に、自
分がどの程度幸せであると思うかをたずねる設問である。第 2 は、「生活満足度」（life 
satisfaction）と呼ばれるもので、全般的に、現在の生活にどの程度満足しているかを
たずねる設問である。第 3 は、「キャントリルの人生の階梯尺度」（Cantril’s ladder 
of life scale）と呼ばれるもので、想像し得る最低の人生から最高の人生までを 10 段
階に分けて、自分が何段階にいるかをたずねる設問であり、ギャラップ社が全世界で





生に対する肯定的評価｣ として 1 次元で捉え、主観的幸福感を測定している。
　伊藤ら（2003）は、これまでの尺度論文は被験者の年代に合わせた項目であったた
め、どの年代にも通じる尺度作成が必要だと考え、新たに WHO の subjective well-
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創価大学教育学論集　第 72 号：アニーシャ・鈎
being inventory（SUBI）に基づく尺度を作成し、調査を行った。SUBI は 11 の下位





していると判断された 5 領域 15 項目を抽出し、主観的幸福感とした。それは ｢人生
に対する前向きの気持ち｣、｢達成感｣、｢自信｣、｢至福感｣、「人生に対する失望感」の
5 領域である。SUBI のオリジナル尺度の評定は 3 件法であるが、伊藤ら（2003）は、
尺度としての精度をあげるため回答形式の段階を増やし、 4 件法にした。
　また、島井ら（2004）は、Lyubomirsky & Lepper （1997）によって開発された
Subjective Happiness Scale の 日 本 語 版 を 作 成 し て い る。 そ の 理 由 と し て、
Lyubomirsky & Lepper （1997）の尺度は認知的側面および感情的側面の両方をカバー
しており、さらに、日本語版を作成することで国際比較が可能であると述べている。
この日本語版は 1 因子 4 項目からなり、 7 件法である。
　さらに、西田（2000）は、成人女性を対象に Ryff（1989）の psychological wellbeing
の概念に基づいて、「人格的成長」、「人生における目的」、「自立性」、「自己受容」、「環
境制御力」、「積極的な他者関係」の 6 次元からなる心理的 well-being 尺度を作成し
ている。Ryff（1989）の心理的 well-being 概念、および Ryff & Keyes（1995）の心理






















くなっても well-being はそれほど高くならないことを示唆している。Easterlin et al 
（2010）は、国の収入と well-being について研究を行った結果、国の収入が増えても




















（ 3 ） 生活環境：Diener ら（2018）は、人間の生来のニーズとは別に生活環境もまた










得られた（Lucas et al. 2004）。 以上の結果にも示されているように、SWB は個人的
な環境の変化に敏感であると言える。
（ 4 ）遺伝的要因および環境要因：Nes & Roysamb （2015）は、well-being に影響し
ている遺伝的要因は、平均で 32 ～ 41 % であると指摘している。また、Diener ら（2018） 

















とで、Marks （2012）の言うダイナミックな性質を持つ SWB を高める余地が大きい
と考えられるからである。
　これまで、別の研究でも、well-being を高めることに楽観主義やレジリエンスの心
理的要因が強い影響を与えていることが明らかになっている（Carver & Scheier, 





している。また、Park, Peterson & Seligman（2004）は、希望、熱意、感謝、愛、
好奇心、美、創造性、判断力などの人格特性と well-being の関連について研究した結
果、熱意、感謝、希望、愛情などが、最も well-being と関連していると述べている。









　また、筆者らは、well-being について考察する上で、参考となる研究の 1 つが
Dinner ら（2018） のレビューであると考えている。Dinner ら（2018）は、SWB に関
する過去の諸研究を、SWB の測定方法、SWB 研究の理論的変遷、 SWB の効果
（outcome）、 SWB における国別比較、政策上の SWB に関する国の報告（national 
accounts）といった観点からレビューをおこない、それぞれの研究には一長一短があ
ること、SWB に関する多くの経験的研究は、過去 10 年余で劇的に進展したが、以下
のような未知のものも多く残っているとして、今後の研究の必要性を示唆している。
　第 1 に、 SWB については北米や欧州において多くの研究が行われ、そこでよく再
現された研究成果、例えば失業や配偶者との死別といった不利な影響が、他の地域に
おいても再現されるかということ。









































　Seligman et al（2005）は、自己に真摯に向き合い、成長していく中で well-being
を獲得していくことができるとしている。Dodge ら（2012）は、｢個人の能力｣ とし
ての心理的、社会的、身体的な資質と、現実に直面する課題としての挑戦とがうまく
バランスがとれたときの状態が well-being であるとした。Marks （2012）は、人生に
おける動的な変化が真のwell-beingのレベルを意味すると述べた。Diener et al （2002）
は、subjective well-being はポジティブな感情価が高く、ネガティブな感情価が低い
こと、そして人生への満足感が高いことを含む概念であるとした。また、Seligman 
（1991）は、well-being は｢PERMA｣ の 5 つの要素から成り立っているとした。














Cantril, Hadley. 1965. The Pattern of Human Concerns. Rutgers University Press.
Carver, C.S & M.F., Scheier. 1995. “The Role of Optimism Versus Pessimism in the 
Experience of the Self” in Oosterwegel, A. & Wicklund, R.A. （Ed）. The Self in 
European and North American Culture: Development and Processes. Springer.
Carver, C.S. & Scheier, M.F. 2002. “Optimism” in Snyder, C. R. & Lopez, S. J. （arg.）.Handbook 
of positive psychology, 231–243. Oxford University Press.
Csikszentmihalyi, Mihaly. 2002. Flow: The Classic work on how to achieve happiness. 
London: Rider.
Diener, Ed. 1984. “Subjective well-being”. Psychological Bulletin 95: 542- 575.
Diener, Ed et al. 1999. “Subjective well-being: Three decades of progress”. Psychological 
Bulletin 125 （2）: 276-302. 
Diener, Ed; Oishi, Shigehiro & Lucas, Richard E. 2003. “Personality, Culture, and 
Subjective Well-Being: Emotional and Cognitive Evaluations of Life”. Annual Review 
of Psychology 54 （1）: 403-425.
Diener, Ed; Oishi, Shigehiro & Tay, Louis. 2018. “Advances in subjective well-being 
research”. Nature Human Behaviour 2  （4）: 253-260.
Dodge, Rachel et al. 2012. “The challenge of defining wellbeing”. International Journal 
of Wellbeing 2 （3）: 222-235.
Easterlin, Richard A. 1995. “Will raising the incomes of all increase the happiness of 
all?”. Journal of Economic Behavior & Organization 27 （1）: 35-47.
Easterlin, R. A. et al. 2010. “The happiness-income paradox revisited”. Proceedings of 
the National Academy of Sciences 107 （52）: 22463-22468.
Frey, Bruno and Stutzer, Alois. 2000. Happiness & Economics. Princeton Paperbacks





妥当性の検討  The Japanese Journal of Psychology 2003， 74- 3 ， 276-281.




角野善司　2000 　中学生・高校生・大学生の主観的ウェルビーイング（ 1 ）　日本心
理学会第 64 回大会発表論文集 , 1087.
Kahneman, Daniel. & Deaton, Angus. 2010. “High income improves evaluation of life 
but not emotional well-being”. Proceedings of the National Academy of Sciences 107 
（38）: 16489-16493.
厚生労働省 1989 WHO 憲章における「健康」の定義の改正案について，第 6 回厚生
科学審議会総会における資料
厚生労働省  2012 健康日本 21（第 2 次）の推進に関する参考資料　
金井雅之  2015  ソーシャル・ウェルビーイング研究の課題ソーシャル・ウェルビー
イング研究論集 1 ， 7 -22. 
Linton, Myles-Jay; Dieppe, Paul & Medina-Lara, Antonieta. 2016. “Review of 99 self-
report measures for assessing well-being in adults: exploring dimensions of well-
being and developments over time”. BMJ Open 6 : 1 -16.
Lucas, Richard E. et al. 2003. “Reexamining adaptation and the set point model of 
happiness: Reactions to changes in marital status”. Journal of Personality and 
Social Psychology 84 （3）: 527-539.
Lucas, Richard E. et al. 2004. “Unemployment Alters the Set Point for Life 
Satisfaction”. Psychological Science 15 （1）: 8 -13.
Lyubomirsky, Sonjya & Lepper, Heidi S. 1997. “A Measure Of Subjective Happiness: 
Preliminary Reliability And Construct Validation”. Social Indicators Research 46: 
137-155.
Marks, Nick. 2012. Reasons to be cheerful. BBC radio 4. （7 January 2012）
McMahon, Anne-Therese; Williams, Peter & Tapsell, Linda. 2010. “Reviewing the 
meanings of wellness and well-being and their implications for food 
choice”. Perspectives in Public Health 130 （6）: 282-286.
Nes, Ragnhild Bang & Roysamb, Espen. 2015. “The heritability of subjective well-
being: review and meta-analysis” in Pluess, Michael （arg.）. Genetics of 
Psychological Well-Being: The role of heritability and genetics in positive 
psychology. Oxford University Press.
西田裕紀子 2000 成人女性の多様なライフスタイルと心理的 well-being に関する研究
教育心理学研究 48, 433-443.
Oishi, Shigehiro. 2010. “Culture and well-being: Conceptual and methodological 
issues” in Diener, Ed et al. International differences in well-being, 34-69. New York: 
Oxford University Press.
大石繁宏・小宮あすか 2012 幸せの文化比較は可能か？心理学評論 55- 1 ， 6 -12.
－ 191 －
well-being 研究に関する展望と課題
Oxford Dictionaries . 2010. “Well-being”. Oxford Dictionary of English.
Park, N.; Peterson, C. & Seligman, M.E.P. 2004. “Strengths of Character and Well-
Being”. Journal of Social and Clinical Psychology 23 （5）: 603–619.
Ryff, Carol D. 1989. “Happiness is everything, or is it? Explorations on the meaning 
of psychological well-being”. Journal of Personality and Social Psychology 57 （6）: 
1069-1081.
Ryff, Carol D. & Keyes, Corey Lee M. 1995. “The structure of psychological well-
being revisited.”. Journal of Personality and Social Psychology 69 （4）: 719-727.
Scheier, Michael F. & Carver, Charles S. 1985. “Optimism, coping, and health: 
Assessment and implications of generalized outcome expectancies.”. Health 
Psychology 4 （3）: 219-247.
佐伯政男・大石繁宏　2014　幸福感研究の最前線　感情心理学研究　21-2，92-98.
Seligman, Martin E. P. 1991. Learned optimism. Knopf.
Seligman, Martin E. P. 2002. Authentic happiness: Using the new positive psychology 
to realize your potential for lasting fulfilment. London: Nicholas Brealey Publishing. 
Recheck publisher
Seligman, Martin E. P. et al. 2005. “Positive Psychology Progress: Empirical 
Validation of Interventions”. American Psychologist 60 （5）: 410-421.
島井哲志・大竹恵子・宇津木成介・池見陽・Sonja　Lyubomirsky　2004　日本版主
観的幸福感尺度（Subjective Happiness Scale : SHS）の信頼性と妥当性の検討　日
本公衆衛誌 51（10）, 845-853
Steptoe, Andrew; Deaton, Angus & Stone, Arthur A. 2014. “Subjective wellbeing, 
health, and aging” 385: 640-648.




Research Prospects and Issues Related to Well-Being.
Aneesah  NISHAAT   Haruo  MAGARI
　Concept of happiness has been pursued since the 4 th- 5 th century BC in Greek philosophy 
and is still widely discussed to the date. Many studies have shown that there were cultural 
differences in the concept of well-being, and the results of those studies have provided 
interesting suggestions.
　Seligman (1991) argued that the use of the concept of happiness in a monistic way, in 
positive psychology is problematic. He suggested that using the term “well-being” is more 
appropriate. Diener (1984), on the other hand, conducted research on human well-being using 
the concept of subjective well-being, and considered that subjective well-being is a concept 
synonymous with well-being. So this paper examined happiness using the concept of well-
being, and discussed future research subjects.
　This paper explores well-being from the viewpoint that people in any country are the same 
human beings. Certainly, there are differences in this world, such as race, religion, culture, 
income and living environment, and it cannot be denied that these differences create 
differences in the individualʼs view of happiness. On the other hand, every person shares 
something in common while living such as learning, working, and living in a relationship with 
family, friends and others in this world. They encounter common suffering and difficulties such 
as illness, economic problems and relationships at home and in the workplace. At the end of 
life, they face the common and more fundamental problems of human beings, such as aging 
and death.
　If these events are common and universal in their life, the common and universal goals for 
human beings across the borders can be considered happiness and well-being and the ways to 
achieve them. Considering these points, this paper will focus on well-being from a 
psychological perspective.
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